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まった。それは，資本主義消滅の第 l 号であると同時に，社会主義発生の第 l 号でもある。
社会主義発生の第 2 号は， 1921年のモンゴールにおける革命である。モンゴールの人民革命
は， 156.65万平方凶(日本の 4 倍)と70万の人口が資本主義の段階をへることなく社会主義へ
移行する契機となった。
社会主義発生の第 3 号以下を促進したのは，第 2 次世界大戦である。それは，全世界的規模
ーーとくにヨーロッパとアジアーーにおける，資本主義から社会主義への移行を急速にまた大
規模に実現するものであった。社会主義国はもはや単に 2 国ではなく， 2 桁の数字になって拡
大化された。
1944年から 1946年にかけて，ヨーロッパとアジアにおいて人民民主主義革命が始まった。ヨ
ーロッパでは，アルパニア (2.87万平方凶， 1957年 146万人) ，ブルガリア (11万平方同， 1958年
775.5万人) ，ハンガリー (9.3万平方凶， 1959 年 990 万人) , ドイツ民主共和国 (10.79万平方凶，
1958年 1 ， 731万人) ，ポーランド (31. 17万平方km ， 1958年 2， 899.7万人) ，ルーマニア (23.75万
平方km ， 1959年 1 ， 817万人) ，チェコスロパキア (12.79万平万回， 1958年 1 ， 351. 8万人) ，ユーゴス
ラピア (25.6万平方凶， 1958年 1 ， 839.7万人)が，アジアではベトナム民主共和国 (15.9万平方





数で 1 億 2， 680万人である。それらは，地球上の陸地総面積 1 億 3， 537.8万平方畑の1. 15%，人
口数で約 5%であった。
ヨーロッパで資本主義から脱落したのは， 127万平方同で，ヨーロッパの総面積 (1 ， 050.1万
平万回)の12%に相当する。ヨーロッパの陸地面積の10%以上のものが，新しく社会主義へ移
行した。
また人口数では， 1957~ 1959年当時の人口数で，ヨーロッパ総人口 5 億 7， 200万人 (1957年央)
のうち， 1 億 1 ， 550万人 (20%) が社会主義に移行している。
ソ連のヨーロッパ部分に占める人口数 l 億 6， 227万人 (1959年 1 月 15 日)を含めると，総数 2






陸地面積で 959.7万平方凶(日本の25倍) ，当時の人口数で5億 4， 880万人が，資本主義から脱
落した。中国が社会主義圏に入ったことにより，社会主義は世界の陸地面積の 25.8% ， 4 分の
l 以上，また世界総人口の 34.3% ， 3 分の l 以上を占めるようになった。







いうまでもない。日本の領土の約 3 分の l の11万 5， 000平方凶の領土と 690万人の人々が社会主
義圏に属することとなった。 (1958年 646万1 ， 000人， 1985年 11万900平方凶，人口年末 1， 015.3
万人に増大)





(日本の1. 35倍) ，人口 5， 340 万人が含まれる。




1917年から 1976年の約60年の聞に陸地面積では 16% より 26.1%へ60%の増加となり，人口数

































完成 50 5, 340 
備考 Hapo朋oe X03崩CTBO CCCP B 1979r., 1980, c. 65. HapO.lHOe X03凶CTBO





年次 革 l口L口 累 計 世界に占める比率(%)
領土 人口 領土 人口 工業生産
(万凶) (万人)
1917 ロシア革命 2, 170 14, 350 16.0 8.2 3 以下
1921 モンゴール革命 2, 330 13, 750 17.2 7.6 約 1
1944-1945 人民民主主義革命 2, 550 29, 800 18.8 12.3 約14
1949 中国革命 3, 510 85, 560 25.8 34.3 ほ lま20
1959 キューバ革命 3, 520 103, 290 25.9 35.3 35以上
1976 ベトナム革命 3, 540 131, 690 26. 1 32.6 40以上
備考 Hapo且Hoe X03兄恥TBO CCCP 3a 60λeT， 1977, c. 33. 
ここでは社会主義国の工業生産の世界に占める比率をも示す。
現在においては，このほか社会主義国を目標にかかげている，つぎの発展途上国がある。そ




1.アンゴラ人民共和国 ( 1975 年 11 月) 124.67 854 (1984) 
2. アフガニスタン民主主義共和国 ( 1978 年 4 月) 64. 7 1, 814 (1985) 
3. アルジエリア民主人民共和国 (脱年 ) 7 月 5 日独立 238.17 2, 105 (1984) 
4. ベニン人民共和国 (1960年 8 月独立) 11. 26 393 (1985) 
5. イエメン人民民主主義共和国 (四M111 独立)1975 年 10 33.3 229 (1985) 
6. コンゴ人民共和国 (i::;22115 日独立) 34.2 170 (1984) 
7 .マダガスカル民主共和国 (附年年 6 月 強立1975$12 国名改称 58. 7 973 (1984) 
8. モザンピーク人民共和国 o独抗立宣年パ6 月 25 日) 80.2 1, 360 (1984) 
9. サントメ・プリンシペ民主共和国 ( 1975 年 7 月) 1 9 (1984) 
10. タンザニア連合共和国 (目官月 26 日)同国年名 29 日 94.5 2, 173 (1985) 






















保している。キャビンダの石油資源は， 6 億 t を乙える。
とくに重要なのはルンダ地方のダイヤモンド産出である。アンゴラは，もっとも重要な・ダイヤ
モンド産出に参加した会社の株式資本の 77.21% を所有している。 1960年のダイヤの産出高は，
105.8万カラット， 1970年は 224万カラット， 1975年 99万カラット， 1977年 35.8万カラットである。
加工工業はまだ始まったばかりで，軽工業，食品工業，繊維工業がある。
アンゴラに対して1884~85年 l乙ポルトカ、、ルの「植民地権」がベルリン会議で認められた。
1956年12月 10 日にアンゴラ解放民族運動が創設 (MPLA) され， 1961年 2 月 4 日より武装闘
争開始。
1975年 1 月 31 日に過渡期の政府が設立され， 1975年11月， MPLA によってアンゴラ人民共和
国が宣言された。ドイツ民主共和国との外交関係樹立。































その割合は， 1969年の 53%から 1972年の 14%に低下した。外国の参加は出合会社でのみ今日許
されているだけである。それらの会社ではアルジエリア国家が少くとも資本金の51%，半分以
上の割合を占める。
天然資源(地下資源)は多い。石油 28億九地下ガス 100万の 3乗( 1 t 乙 O を 18つけた)の 3
~7 倍。燐酸塩 5 億 t ，ウラン 2.8万 t 。
1962年以後工業と建設の経営が固有化され，工業生産は急速に上昇し (1969年=100にして，







石油はパイプライン600~800kmで年間 8 ，000万 t の能力をもっている。
天然ガスは 350億立方mの能力をもった輸送可能。 1985年までに 1， 200億立方m の供給能力
に向上予定。









日本の領土の約 3 分のし 1625年にダホム王国が創設され， 1893年にフランスの西アフリカ
の部分植民地となる。




1977年 1 月 16 日，ベニンに対する帝国主義国による組織的な武力攻撃を撃退。
1979年11月 20 日，人民革命議会が選挙され新憲法が発効，施行された。



























1960年 8 月 15 日，独立宣言。
1969年12月 31 日，コンゴ人民共和国が宣言される。
コンゴは弱く発達した農業国。相対的に発達した森林経済と小規模の採取工業と加工工業







力をもっ織物コンビナート，年産 8 万 t の生産能力をもっセメント工場，多くの治金コンビナ
ートなどがある。
国家的経営の外に加工工業の非国家的企業がある。ビール， ミネラル・ウォーター，搾油所，
タバコ加工工場，石鹸工場，木材加工工場が比較的発達している。 1977 年に石油 180万 t ，・銅













































社会主義を志向する発展途上国の数字を含めると， 1980年代には，世界の陣地面積の 32% ，
人口の 35%以上が社会主義圏に属することになる。
社会主義闘に属する国々 現に社会主義である国々と社会主義を目標とする国々一ーの世
界全体に占める陸地面積は， 1980年代には 1917年の 16%の倍となり，また人口については 1917

















































大。他万，社会主義国以外の国の領土は， 1919年の 84% より 73.8% に低下した。 10%以上の
減少。
1919 年の先進的な資本主義6 カ国(アメリカ，イギリス，フランス， ドイツ，イタリー，日
本)の帝国主義と，その植民地の占める領土は，全世界の 44.4% で、あった。その中で， 6 大帝
国主義国の占める領土の比率は， 7.2%で，植民地のそれは 37.2%であった。
これに対し， 1984年 l乙は，巨大先進資本主義 6 カ国の領土は， 1950年代の植民地体制の崩壊



























1919年より 1984年の 65年間における全世界の領土，陸地面積の変化は，社会主義国の 16%
より 26.2%への 10%以上の増大，先進的資本主義国である 6 大帝国主義国の領土と支配圏の





















備考 HapOllHoe X03胡CTBO CCCP B 1984 r. , 1985, c. 64. 
当時の先進資本主義 6 カ国の世界人口に占める比率は，その支配下の植民地の人口を含めて

















1984年における世界総人口に占める社会主義国の比率は 32.3%である。 1919年の比率 7.8%




世界総人口 476， 300万人 100% 
その内
社会主義国 153, 700 32.3 





12.5%である。そのうち， 6 大帝国主義国の人口は， 12.3%にしか過ぎない。











































先進的 6 大資本主義(帝国主義)国の全世界の領土に占める比率は， 1919年 l乙 44.4% で、あっ
























































6 大先進資本主義国が再び昔の 48% を回復することは不司能であるのに対し，社会主義国は，
将来世界人口の過半数を占めていく乙とになるであろう。資本主義の凋落，社会主義の発展は，
ここでも明瞭に現われている。
社会主義国の人口の世界人口 l乙占める比率の増大と，資本主義国の人口の世界人口に占める
比率の低落とは，世界人口の変化の客観的な必然的傾向を示す。すなわち，それが世界人口の
変化の発展法則の内容をなす。
81 -
海道 進
〔皿〕結
領土，人口ともに 6 大先進資本主義国と社会主義国との比較において，その変化の発展傾向
は，社会主義の増大，資本主義の低落を明示している。資本主義の下降線と社会主義の上昇線は，
将来の歴史的発展の必然性を示す。乙乙に資本主義の衰退と社会主義の発展の歴史法則の貫徹
が見られる。
資本主義の低落と社会主義の発展は法則的なものがあり，それは単に領土と人口のみならず，
工業生産の分野においても見られる。それらが， 21世紀を特徴づける基本的要因をなしている。
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